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也
社
長
）
は
５
月
か
ら
、
平

日
納
車
を
推
進
す
る
。
車
両

の
高
機
能
化
で
納
車
時
の
説

明
時
間
が
長
く
な
っ
て
い
た

こ
と
を
受
け
た
施
策
だ
。
来

店
者
が
少
な
い
平
日
を
有
効

活
用
し
、
週
末
の
空
い
た
時

間
を
商
談
な
ど
の
業
務
に
注

力
す
る
。

生
産
性
向
上
に
向
け
、
発

展
著
し
い
人
工
知
能
（
Ａ

Ｉ
）
活
用
も
選
択
肢
に
な

る
。
た
だ
、
現
状
で
は
具
体

的
な
利
用
方
法
を
決
定
で
き

て
い
な
い
販
社
が
多
い
よ
う

だ
。
あ
る
県
内
デ
ィ
ー
ラ
ー

ト
ッ
プ
は
「
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て

何
が
で
き
る
か
、
自
分
自
身

が
理
解
で
き
な
い
な
い
。
業

務
に
活
用
す
る
の
は
、
Ａ
Ｉ

の
能
力
を
把
握
し
た
後
に
な

る
」
と
述
べ
る
。

中
、
業
務
効
率
化
に
よ
る
生

産
性
ア
ッ
プ
も
課
題
だ
。
日

産
プ
リ
ン
ス
三
重
（
三
浦
直

人
手
不
足
が
進
行
す
る

６
月
に
は
三
重
ト
ヨ
ペ
ッ

ト
で
川
喜
田
雅
則
社
長
、
ホ

ン
ダ
四
輪
販
売
中
京
で
松
村

賢
治
社
長
が
そ
れ
ぞ
れ
就

任
。
新
車
市
場
が
曲
が
り
角

を
迎
え
る
中
で
、
新
社
長
と

と
も
に
時
代
に
即
し
た
デ
ィ

ー
ラ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
を
模
索
し

て
い
る
。

今
年
に
入
り
、
県
内
販
社

で
は
経
営
ト
ッ
プ
の
交
代
が

相
次
い
だ
。
ホ
ン
ダ
オ
ー
ト

三
重
で
は
会
長
に
就
い
た
林

口
朋
一
氏
の
後
任
と
し
て
、

息
子
の
浩
久
氏
が
社
長
と
な

っ
た
。

台
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

も
多
か
っ
た
。
た
だ
、
現
在

は
長
期
金
利
の
上
昇
を
受
け

て
５
～
６
％
に
な
る
プ
ラ
ン

も
珍
し
く
な
い
。
高
額
車
と

も
な
る
と
、
金
利
だ
け
で
数

十
万
円
の
支
払
い
増
に
な
る

例
も
あ
る
。
あ
る
ホ
ン
ダ
系

販
社
ト
ッ
プ
は
「
顧
客
の
立

場
に
立
っ
て
考
え
れ
ば
、
今

ま
で
の
よ
う
な
残
ク
レ
一
辺

倒
の
営
業
は
で
き
な
い
。
現

金
一
括
払
い
の
活
用
も
含

め
、
消
費
者
の
経
済
状
況
に

寄
り
添
っ
た
提
案
が
必
要
に

な
る
」
と
指
摘
す
る
。

す
る
一
般
的
な
オ
ー
ト
ロ
ー

ン
と
比
べ
、
月
々
の
支
払
額

を
抑
え
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
は

消
費
者
に
と
っ
て
も
大
き

く
、
新
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
武

器
と
な
っ
て
い
た
。

メ
ー
カ
ー
系
信
販
会
社
が

提
供
す
る
残
ク
レ
の
金
利

は
、
数
年
前
ま
で
年
率
２
％

販
社
首
脳
が
警
戒
感
を
募

ら
せ
て
い
る
の
が
、
残
価
設

定
型
ク
レ
ジ
ッ
ト
（
残
ク

レ
）
金
利
の

上
昇
だ
。
購

入
価
格
全
額

を
分
割
払
い

特集

三
重
県
の
２
０
２
６
年
４
～
８
月
の
県
内
新
車
総
市
場
（
日
刊
自
動
車
新
聞
調
べ
）
は
、
前
年
同
期
比
６
・
６

％
増
の
３
万
６
２
０
２
台
と
２
年
連
続
で
増
加
し
た
。
軽
自
動
車
は
同
０
・
６
％
減
の
１
万
４
０
６
１
台
に
と
ど

ま
っ
た
も
の
の
、
登
録
車
が
同
11
・
7
％
増
と
な
る
２
万
２
１
４
１
台
と
伸
び
た
。
昨
年
下
期
か
ら
売
れ
筋
の
ミ

ニ
バ
ン
や
Ｓ
Ｕ
Ｖ
で
新
型
車
が
登
場
し
た
ほ
か
、
年
度
初
め
に
自
動
車
税
環
境
性
能
割
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
も
追

い
風
と
な
っ
た
。
一
方
、
県
内
で
は
人
口
減
少
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
物
価
高
騰
で
消
費
者
が
カ
ー
ラ
イ

フ
に
充
て
る
費
用
が
圧
縮
さ
れ
て
い
る
。
新
車
価
格
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
も
考
慮
す
る
と
、
現
在
の
販
売
状
況

が
続
く
と
は
限
ら
な
い
。

金
利
上
昇
に
警
戒
感儰

儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

ミ
ニ
バ
ン
や
Ｓ
Ｕ
Ｖ

売
れ
筋
の
新
型
が
貢
献

県内新車市場

Ａ
Ｉ
活
用
は
道
半
ば儰

儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

相
次
ぐ
ト
ッ
プ
交
代儰

儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

日産陣営が期待をかける新型｢エルグランド｣

ホ
ン
ダ
の
電
気
自
動
車｢

ス
ー
パ
ー
ワ
ン｣

も

多
く
の
受
注
を
獲
得
し
た
と
み
ら
れ
る
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〝
し
ん
ち
ゃ
ん
〟
の
着
ぐ
る

み
を
招
い
て
来
店
客
と
交
流

で
き
る
機
会
を
つ
く
っ
て
お

り
、
家
族
連
れ
を
中
心
に
喜

ん
で
も
ら
え
て
い
る
よ
う

だ
。
今
後
も
こ
の
施
策
に
加

え
、
食
育
イ
ベ
ン
ト
や
大
学

と
の
連
携
な
ど
、
将
来
の
顧

客
発
掘
に
つ
な
が
る
活
動
に

力
を
入
れ
る
。

今
年
は
新
た
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
と
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
の
試
乗
会
を
２

度
開
催
し
た
。
ま
ず
は
電
気

自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
や
ミ
ニ
バ

ン
の
試
乗
車
を
用
意
し
た

が
、
今
後
は
違
う
企
画
も
考

え
て
い
き
た
い
。

今
年
度
の
重
点
課
題
は
、

営
業
・
サ
ー
ビ
ス
双
方
の

「
基
本
の
徹
底
」
だ
。
商
品

知
識
の
習
得
や
接
客
ス
キ
ル

の
向
上
を
図
り
、
車
だ
け
で

な
く
保
険
な
ど
周
辺
知
識
も

含
め
て
、
誰
も
が
一
定
水
準

の
提
案
力
を
身
に
付
け
る
こ

と
を
目
指
す
。

受
注
制
限
や
納
期
の
長
期

化
が
緩
和
さ
れ
て
き
た
中

で
、
販
売
店
に
と
っ
て
は

「
売
れ
る
車
を
確
実
に
売

る
」
能
力
を
高
め
る
こ
と
が

重
要
に
な
る
。
当
社
の
場

合
、
も
と
も
と
の
保
有
台
数

が
少
な
い
コ
ン
パ
ク
ト
系
車

種
の
拡
販
に
注
力
し

て
い
る
。

そ
の
一
環
と
し

て
、
人
気
ア
ニ
メ

「
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち

ゃ
ん
」
と
の
独
自
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

層
と
の
接
点
を
増
や

す
取
り
組
み
を
続
け

て
い
る
。
店
舗
に

竹
林
憲
明
社
長

ア
ニ
メ
と
の
コ
ラ
ボ
や

コ
ン
ビ
ニ
で
の
試
乗
会

重
視
す
る
。
現
在
、
新
車
の

販
売
が
終
了
し
て
し
ま
っ
た

車
種
な
ど
、
全
国
的
に
見
て

も
タ
マ
数
が
少
な
い
車
両
を

そ
ろ
え
て
い
る
。
そ
の
結

果
、
県
内
だ
け
で
な
く
県
外

の
顧
客
を
獲
得
す
る
成
果
も

挙
げ
て
い
る
。

数
年
前
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
新
車
・
中
古
車
完
全
併

売
化
も
軌
道
に
乗
っ
て
き

た
。
営
業
ス
タ
ッ
フ
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
評
価
で
は
ど
ち

ら
を
売
っ
て
も
差
を
付
け
な

い
施
策
が
奏
功
し
、
販
売
力

が
向
上
し
て
い
る
。

今
後
の
重
要
課
題
は
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
順

守
）
の
徹
底
だ
。
１
月
に
施

行
さ
れ
た
改
正
行
政
書
士

法
、
６
月
の
改
正
保
険
業
法

施
行
で
は
、
車
の
登
録
・
届

け
出
や
保
険
提
案
業
務
が
従

来
の
方
法
で
は
通
用
し
な

い
。
法
律
に
沿
っ
た
実
務
内

容
に
変
更
し
、
実
際
の
運
用

ス
キ
ー
ム
を
現
場
の
隅
々
ま

で
行
き
渡
ら
せ
て
い
く
。

今
年
度
の
上
期
を

振
り
返
る
と
、
新
車

で
は
「
キ
ッ
ク
ス
」

「
エ
ル
グ
ラ
ン
ド
」

な
ど
新
型
車
の
投
入

効
果
も
あ
り
、
販
売

台
数
は
前
年
同
期
比

で
１
１
５
％
と
な
っ

て
い
る
。
日
産
に
対

す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
報

道
の
影
響
か
ら
脱
却

し
、
よ
う
や
く
苦
し
い
時
期

か
ら
抜
け
出
せ
た
と
い
う
印

象
だ
。

中
古
車
部
門
も
好
調
で
、

販
売
時
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
施

工
率
ア
ッ
プ
な
ど
、
付
加
価

値
を
付
け
た
営
業
に
注
力
し

て
い
る
。
ま
た
、
特
色
あ
る

在
庫
車
を
確
保
す
る
こ
と
も

新･

中
併
売
が
軌
道
に

着
実
に
販
売
力
ア
ッ
プ

岩
井
純
朗
社
長

「
セ
レ
ナ
」
の
４
車
種
を
軸

に
反
転
攻
勢
を
か
け
て
い

く
。
特
に
、
こ
れ
ま
で
苦
戦

し
て
き
た
小
型
Ｓ
Ｕ
Ｖ
市
場

を
キ
ッ
ク
ス
で
掘
り
起
こ

す
。
さ
ら
に
、
単
価
の
高
い

エ
ル
グ
ラ
ン
ド
を
販
売
し
て

い
く
こ
と
で
、
着
実
に
利
益

を
積
み
増
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
た
め
に
、
試
乗
を
通
じ

て
日
産
車
の
ブ
ラ
ン
ド
と
走

行
性
能
の
高
さ
を
顧
客
に
訴

求
す
る
。

こ
の
半
年
間
は
、
顧
客
満

足
（
Ｃ
Ｓ
）
向
上
に
向
け
た

「
お
も
て
な
し
」
の
仕
組
み

づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。
モ
デ
ル
店
舗
を
選
び
、

独
自
の
接
客
を
実
施
す
る
こ

と
で
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て

き
た
。
今
後
は
、
そ
の
手
法

を
各
拠
点
に
展
開
す
る
こ
と

が
必
要
に
な
る
。
厳
し
い
市

場
環
境
だ
か
ら
こ
そ
地
道
な

活
動
を
積
み
重
ね
、
消
費
者

か
ら
選
ば
れ
る
販
売
店
へ
進

化
さ
せ
て
い
く
。

上
期
の
販
売
を
振

り
返
る
と
、
決
し
て

い
い
結
果
だ
っ
た
と

は
言
え
な
い
た
だ


新
型｢

キ
ッ
ク
ス｣

と

｢

エ
ル
グ
ラ
ン
ド｣

を

中
心
に
受
注
は
好
調

だ

昨
年
か
ら
新
型

車
の
投
入
が
続
い
た

こ
と
で
日
産
の
注
目

度
は
高
ま
っ
て
お

り
、
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
へ
の
来

場
件
数
は
前
年
同
期
比
で
２

倍
に
な
っ
た
。
来
客
が
増
え

た
こ
と
で
、
営
業
現
場
の
活

力
も
高
ま
っ
て
い
る
。

下
期
は
好
調
の
キ
ッ
ク

ス
、
エ
ル
グ
ラ
ン
ド
に
加
え

人
気
の
「
ル
ー
ク
ス
」
と

人
気
４
車
種
を
軸
に

地
道
な
活
動
積
み
重
ね

三
浦
直
也
社
長

ー
カ
ー
が
、
日
本
市
場
に
合

っ
た
商
品
開
発
へ
舵
を
切
り

始
め
た
。
数
年
を
め
ど
に
国

内
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
即
し
た
新

型
車
が
登
場
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
期
待
し
て

い
る
。

現
在
注
力
す
る
の
は
、
人

材
育
成
と
業
務
改
革
だ
。
不

足
し
が
ち
な
整
備
士
で
は
高

校
生
を
採
用
し
、
研
修
施
設

で
社
会
人
と
し
て
の
基
礎
か

ら
整
備
技
術
ま
で
育
て
る
仕

組
み
が
軌
道
に
乗
っ
て
き

た
。同

時
に
、
Ａ
Ｉ
や
デ
ジ
タ

ル
を
活
用
し
、
こ
れ
ま
で
営

業
ス
タ
ッ
フ
が
抱
え
て
い
た

仕
事
を
分
業
化
し
て
い
く
。

本
当
に
必
要
な
業
務
を
見
極

め
、
ス
タ
ッ
フ
の
担
当
領
域

を
最
適
化
す
る
こ
と
で
、
時

代
に
合
っ
た
店
舗
運
営
に
つ

な
げ
た
い
。
次
代
を
見
据
え

て
挑
戦
で
き
る
会
社
を
つ
く

る
た
め
に
も
、
仕
事
の
や
り

方
を
組
み
替
え
て
い
く
。

上
期
を
振
り
返
る
と
、
新

車
・
中
古
車
の
販
売
は
ど
ち

ら
も
計
画
を
上
回
っ
た
。
双

方
と
も
価
格
が
上
昇
す
る
中

で
は
あ
る
が
、
残
価
設
定
型

ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
、
消
費
者

が
購
入
し
や
す
い
方
法
を
訴

求
し
た
こ
と
が
拡
販
に
つ
な

が
っ
た
。
サ
ー
ビ
ス

収
益
も
順
調
に
推
移

し
て
い
る
。

下
期
以
降
は
新
型

Ｅ
Ｖ
「
ス
ー
パ
ー
ワ

ン
」
の
納
車
が
始
ま

る
た
め
、
さ
ら
に
良

い
流
れ
に
な
る
だ
ろ

う
。
加
え
て
、
従
来

は
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場

を
重
視
し
て
き
た
メ

Ａ
Ｉ
や
デ
ジ
タ
ル
活
用

次
代
見
据
え
業
務
改
革

磯
田
雅
伸
社
長

的
な
選
択
肢
と
し
て
選
ば
れ

る
フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ
た
と
の

手
応
え
を
感
じ
た
。
今
後
は

長
期
的
な
電
動
化
推
移
を
に

ら
み
、
そ
の
他
の
Ｅ
Ｖ
を
販

売
す
る
能
力
を
底
上
げ
す

る
。加

え
て
、
特
定
の
車
種
に

頼
る
の
で
は
な
く
、
ホ
ン
ダ

の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
の
中
か
ら

顧
客
の
要
望
に
即
し
た
車
両

を
提
案
す
る
「
オ
ー
ル
ラ
ウ

ン
ド
な
営
業
力
」
を
高
め
て

い
く
方
針
だ
。
そ
の
た
め

に
、
人
材
育
成
の
手
法
を
改

め
た
。
昨
年
か
ら
、
高
い
成

果
を
上
げ
て
い
る
社
員
が
講

師
と
な
り
、
営
業
手
法
を
共

有
す
る
研
修
を
始
め
て
い

る
。
従
来
の
「
ノ
ウ
ハ
ウ
は

先
輩
の
背
中
を
見
て
盗
め
」

と
い
う
教
育
か
ら
、
す
べ
て

の
ス
タ
ッ
フ
が
一
緒
に
成
長

で
き
る
会
社
と
す
る
。
全
社

が
一
丸
と
な
り
、
消
費
者
の

カ
ー
ラ
イ
フ
に
寄
り
添
え
る

社
員
を
育
て
て
い
く
。

上
期
の
経
営
状
況
は
、
１

０
０
点
満
点
中
80
点
と
い
う

評
価
だ
。
新
車
価
格
と
金
利

の
上
昇
が
同
時
に
進
行
し
て

お
り
、
販
売
面
に
は
逆
風
が

吹
い
て
い
る
。
そ
の
中
で

も
、
営
業
現
場
の
頑
張
り
で

実
績
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が

で
き
た
。
サ
ー
ビ
ス

面
で
は
設
備
投
資
に

よ
り
業
務
の
生
産
性

を
高
め
、
収
益
性
を

改
善
し
た
こ
と
も
大

き
か
っ
た
。

今
期
は
Ｅ
Ｖ
「
ス

ー
パ
ー
ワ
ン
」
の
受

注
が
好
調
に
推
移
し

て
い
る
。
県
内
市
場

で
も
、
Ｅ
Ｖ
が
現
実

顧
客
の
要
望
に
即
し
た

全
方
位
の
営
業
力
を

向
井
俊
樹
社
長

し
た
分
、
新
車
販
売
時
の
下

取
り
車
が
確
保
し
や
す
く
な

っ
た
。
中
古
車
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
相
場
が
高
騰
す
る
中
、
良

質
な
中
古
車
を
安
定
的
に
確

保
す
る
上
で
統
合
の
メ
リ
ッ

ト
は
大
き
い
。

新
車
販
売
の
立
て
直
し
に

向
け
て
は
、
残
価
設
定
型
ク

レ
ジ
ッ
ト
の
提
案
を
強
化
す

る
。
販
売
時
付
帯
率
を
今
期

中
に
、
現
在
の
約
３
割
か
ら

６
割
ま
で
引
き
上
げ
た
い
。

物
価
騰
貴
と
と
も
に
車
両
価

格
の
上
昇
が
続
く
中
、
月
々

の
負
担
が
少
な
く
新
車
に
乗

れ
る
方
法
を
提
案
し
て
い

く
。設

備
投
資
で
は
、
一
部
店

舗
に
残
る
男
女
共
用
ト
イ
レ

な
ど
、
現
場
ス
タ
ッ
フ
や
来

店
客
が
不
便
に
感
じ
る
部
分

を
優
先
し
て
改
善
す
る
。
ま

た
、
今
後
は
小
規
模
店
舗
を

集
約
し
て
、
よ
り
効
率
的
な

運
営
体
制
と
す
る
こ
と
も
視

野
に
入
れ
て
い
る
。

１
月
に
愛
知
県
の

ホ
ン
ダ
デ
ィ
ー
ラ
ー

と
合
併
し
、
こ
れ
ま

で
の
12
拠
点
か
ら
17

拠
点
に
ス
ケ
ー
ル
ア

ッ
プ
し
た
。
単
純
に

規
模
が
大
き
く
な
っ

た
だ
け
で
終
わ
ら
せ

ず
、
「
中
身
の
質
」

を
高
め
る
こ
と
が
重

要
だ
。
人
材
採
用
や

中
古
車
在
庫
の
確
保
な
ど

で
、
シ
ナ
ジ
ー
を
生
み
出
し

て
い
く
。

上
期
を
振
り
返
る
と
新
車

販
売
が
苦
戦
し
た
。
そ
れ
を

補
う
た
め
に
、
ま
ず
は
中
古

車
事
業
を
伸
ば
し
て
い
く
。

販
社
と
し
て
の
規
模
が
拡
大

中
古
車
事
業
な
ど
で

合
併
効
果
生
み
出
す

松
村
賢
治
社
長

▽
▽
三
重
県

デ
ィ
ー
ラ
ー
各
社

ト
ッ
プ
の
声
△
△

上
が
必
要
に
な
る
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
組
織

改
革
を
通
じ
た
人
材
育
成
に

注
力
し
て
い
る
。
新
た
に
経

営
戦
略
本
部
と
い
う
部
署
を

立
ち
上
げ
、
中
長
期
的
な
経

営
課
題
の
解
決
や
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
（
Ｄ
Ｘ
）
化
を
進
め
て
い

る
。
従
業
員
の
担
当
業
務
を

入
れ
替
え
る
こ
と
も
し
て
お

り
、
社
内
の
風
通
し
が
良
く

な
っ
て
き
た
。

今
後
は
当
社
が
長
く
取
り

組
ん
で
き
た
「
環
境
保
全
」

「
災
害
対
応
」
「
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
」
な
ど
を
中
心
に
、
地
域

社
会
と
の
接
点
を
強
化
す
る

方
針
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
企
業
活

動
と
し
て
正
統
な
対
価
を
得

な
が
ら
、
顧
客
や
地
域
と
一

緒
に
三
重
を
元
気
に
す
る
施

策
を
展
開
し
た
い
。
〝
信
頼

と
ワ
ク
ワ
ク
〟
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

か
ら
「
三
重
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
が

あ
っ
て
良
か
っ
た
」
と
思
わ

れ
る
会
社
に
し
て
い
く
。

上
期
は
新
車
の
供
給
制
約

が
緩
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
車

両
販
売
は
堅
調
に
推
移
し

た
。
サ
ー
ビ
ス
売
り
上
げ

も
、
国
際
情
勢
の
激
化
で
油

脂
類
の
確
保
が
難
し
い
中
、

十
分
な
数
字
を
確
保
で
き
て

い
る
。
た
だ
、
従
業
員
の
賃

上
げ
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

（
法
令
順
守
）
強
化

の
た
め
、
経
営
に
関

わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
コ

ス
ト
が
上
昇
基
調

だ
。
収
益
面
の
成
長

を
目
指
す
に
は
、
顧

客
へ
提
供
す
る
サ
ー

ビ
ス
の
付
加
価
値
を

高
め
る
こ
と
に
加

え
、
余
剰
業
務
の
削

減
に
よ
る
生
産
性
向

信
頼
と
ワ
ク
ワ
ク
で

顧
客
と
三
重
を
元
気
に

川
喜
田
雅
則
社
長

大
に
つ
な
げ
る
。

今
年
度
、
特
に
力
を
入
れ

て
い
る
の
が
Ａ
Ｉ
活
用
だ
。

６
月
に
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

と
Ａ
Ｉ
活
用
に
精
通
し
た
山

本
雅
通
専
務
が
入
社
。
Ａ
Ｉ

の
進
化
は
速
く
、
昨
年
に
は

で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
今
で

は
実
用
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
い

る
。津

栗
真
中
山
店
の
広
告
素

材
制
作
に
も
積
極
的
に
活
用

し
た
。
ま
た
、
車
両
の
バ
ー

コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
読
み
取
り
、
商
品
車
を
棚

卸
し
す
る
ア
プ
リ
も
自
社
開

発
し
、
テ
ス
ト
運
用
し
て
い

る
。
Ａ
Ｉ
に
よ
り
、
従
来
は

外
部
委
託
が
必
要
だ
っ
た
高

度
な
シ
ス
テ
ム
開
発
に
も
内

製
化
の
可
能
性
が
見
え
て
き

た
。
今
後
は
利
用
効
果
と
コ

ス
ト
を
検
証
し
な
が
ら
活
用

範
囲
を
広
げ
、
Ａ
Ｉ
を
単
な

る
業
務
効
率
化
に
と
ど
め

ず
、
会
社
の
「
稼
ぐ
力
」
を

高
め
る
手
段
と
し
て
活
用
し

て
い
き
た
い
。

２
０
２
６
年
度
上

期
は
、
新
車
・
中
古

車
と
も
前
年
を
下
回

っ
た
。
車
両
価
格
の

上
昇
や
「
金
利
の
あ

る
世
界
」
に
な
っ
た

こ
と
も
影
響
し
て
い

る
と
感
じ
る
。
新
車

で
は
「
Ｎ
―
Ｂ
Ｏ

Ｘ
」
が
引
き
続
き
主

力
と
な
り
、
「
フ
ィ

ッ
ト
」
が
伸
長
し
た
。
下
期

は
大
幅
に
フ
ェ
イ
ス
リ
フ
ト

し
た
Ｎ
―
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
さ
ら
に

伸
ば
し
た
い
。
ま
た
、
移
転

オ
ー
プ
ン
で
店
舗
面
積
が
約

４
倍
と
な
る
津
栗
真
中
山
店

を
新
た
な
旗
艦
店
舗
と
し

て
、
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
の
拡

｢

稼
ぐ
力｣

高
め
る
手
段

Ａ
Ｉ
活
用
を
拡
大

林
口
浩
久
社
長
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